
▲ 会陽医院時代の野口清作（写真右）
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▲ 阿弥陀寺御三階（会津若松市・七日町）
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　「長谷沼家資料」は、長谷沼兵
ひょうさく

作が明治中

期から昭和初期にかけて収集した写真を中心

とした資料 470 点になります。

　長谷沼兵作は明治６年（1873）に高目村

に生まれました。渡部鼎
かなえ

が明治23年 (1890)、

会津若松で会陽医院を開設すると、書生とし

て住み込み、医学や英語を学び、また後輩の

指導にもあたりました。その中には左手を手

術した会陽医院に入門し、医学の道を志した

野口清作（のちの英世）もいました。その後、

兵作は鼎とともに上京し、付き人として一生

を過ごし、昭和７年（1932）、59 歳で亡く

なりました。

　この資料は、兵作の幅広い交友関係を示す

友人・知人の写真が最も多く、会陽医院時代

の清作が写っているものもあります。また、

明治中期の若松や福島などの風景や建物の写

真も多く残され、阿
あ

弥
み

陀
だ

寺
じ

御
ご

三
さん

階
かい

のもっとも

古いとされる写真や会陽医院の建物を写した

現存唯一の写真など、当時の様子や人々の風

俗などを知ることができる非常に歴史的価値

の高いものになります。

　10 月 22 日、町指定重要文化財として「長谷沼家資料」「芝草・小屋田遺跡出土品」「上小島

遺跡出土品」の３件が新たに加わりました。

　文化財とは、人類の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられた貴重な財産で

あり、地域の特性や魅力を持ち合わせた宝物です。

　今月号では、その３件の文化財について紹介します。

No39. 長谷沼家資料
　種別：重要文化財（歴史資料）
　年代：明治時代中期～
　　　　　　　　　昭和時代初期

No. 種別 名称 指定年月日

１ 絵画 日本志東山 陸奥出羽国図
S45.10.30

２ 彫刻 岩屋虚空蔵菩薩坐像・脇侍

３ 典籍 龍泉寺鉄眼判大般若経 S47.1.17

４ 絵画 龍泉寺絹本著色仏涅槃図
S47.3.22

５ 絵画 龍泉寺絹本著色十六善神像

６ 有形民俗資料 金蔵寺歓喜天社絵馬
S47.12.26

７ 天然記念物 大久保の念仏杉

８ 天然記念物 安座・堀越山のコウヤマキ
S50.1.17

９ 歴史資料 安藤有益関係資料一括

10 歴史資料 真福寺大般若波羅蜜多経第一・
同経典裏打文書 S50.1.21

11 彫刻 西光寺木造阿弥陀如来坐像脇侍・
胎内仏

S55.4.9
12 工芸品 木製花瓶一対

13 天然記念物 宇陀帰山大山祇神社参道杉並木
と境内社木

14 天然記念物 安座赤城山神社の社木
コウノヤマ・アスナロ・モミ

15 史跡 野沢諏訪神社前の一里塚

S58.2.18
16 有形民俗資料 屋敷人形芝居道具一式

17 工芸品 如法寺金口（鰐口）

18 工芸品 如法寺観音堂高欄擬宝珠

19 工芸品 良寛筆摸刻「松尾大明神」社額
S60.7.30

20 史跡 大杉山村慶長地震遭難者供養塔

21 有形民俗資料 龍蔵寺薬師瑠璃光如来おみくじ
用具一式 S62.4.1

22 工芸品 如法寺大般若経唐櫃

S63.4.1
23 工芸品 如法寺御正体・銅造聖観音坐像

懸仏

24 工芸品 旧善応寺御正体・銅造薬師如来
坐像 懸仏

25 史跡 高目村石造名号塔婆（板碑）

26 史跡 西光寺宝篋印塔
H1.4.1

27 史跡 楢木峠「上様御小休所」碑

28 史跡 宝川の一里塚

H2.4.2529 天然記念物 地境の柿の木

30 天然記念物 下條の普賢象桜

31 彫刻 善光寺式銅造観音菩薩立像・善
光寺式銅造勢至菩薩立像 H3.6.1

32 史跡 享保 句碑

33 歴史資料 慶長八年大杉山村御水帳 H6.3.24

34 天然記念物 安座弘法岩周辺の植生 H12.4.25

35 天然記念物 ギフチョウ
H27.4.16

36 天然記念物 キマダラルリツバメ

37 彫刻 如法寺木造聖観音菩薩坐像 H29.11.16

38 彫刻 如法寺木造三十三観音応現身像 H31.2.28

39 歴史資料 長谷沼家資料

R2.10.2240 考古資料 芝草・小屋田遺跡出土品

41 考古資料 上小島遺跡出土品

町指定重要文化財一覧 [ 令和２年 11月１日現在 ]

町指定重要文化財に
　　　　　新たに３件を追加
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写
真
撮
影
・
小
川
忠
博
氏
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写
真
撮
影
・
小
川
忠
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氏
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　芝草・小屋田遺跡は野沢字浦道添、芝草後、小屋田に位置する

東西 300 ｍ、南北 320 ｍ、総面積約 70,000㎡の今から約 5,000

年前にあった大集落跡になります。

　この遺跡の発掘調査は国道 49 号の改良工事などによりこれま

でに３回行われ、竪穴住居や敷石住居、土坑などが見つかりまし

た。今回の出土品は調査で発見された縄文土器のほか土偶などの

土製品、石
せき

鏃
ぞく

や石斧などの石器・石製品 353 点で、狩猟や生活

などで使っていたものになります。

No40. 芝草・小屋田遺跡出土品
　種別：重要文化財（考古資料）
　年代：縄文時代中期～後期

　上小島遺跡は上小島集落の北東約 500 ｍの登世島字塩田、舟

場上、馬場下に位置する縄文時代中期の大集落跡で芝草・小屋田

遺跡と同じ年代になります。上小島遺跡のすぐ北側には阿賀川が

流れ、日本海から遡上するサケやマスを取り、近くの山からは山

菜、きのこ、ドングリなどのほか、クマやタヌキなどの野生動物

を捕獲するなど、山や川から豊かな恩恵を受けていました。

　上小島遺跡の発掘調査はこれまでに２回行われ、今回はその調

査で出土した縄文土器や石器など 895 点を指定しました。

No41. 上小島遺跡出土品
　種別：重要文化財（考古資料）
　年代：縄文時代中期～後期

西
会
津
町
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土
器
の
重
要
性

　

芝
草
・
小
屋
田
遺
跡
や
上
小
島
遺
跡
か
ら
は
独
特
な
文
様
や

造
形
を
持
つ
芸
術
的
に
も
価
値
が
高
い
縄
文
土
器
が
数
多
く
出

土
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
西
会
津
町
は
会
津
地
方
西
部
に
位

置
し
、
北
陸
、
関
東
、
東
北
の
三
大
文
化
圏
が
重
な
る
特
異
な

地
域
で
す
。
西
会
津
町
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
圏
で
作
ら
れ
た
文
様
、
造
形
な
ど
の
特
徴
が
混
ざ
り
合

い
、
種
類
に
富
ん
だ
土
器
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
と
い
え
ば
新
潟
県
信
濃
川
流

域
の｢

火
焔
型
土
器｣

が
有
名
で
す
が
、
近
年
の
研
究
で
は
そ

の
起
源
は
会
津
地
方
西
部
に
あ
る
と
い
う
学
説
が
有
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。土
器
の
上
部
に
付
け
ら
れ
た
横
Ｓ
字
状
文
が
、徐
々

に
頂
部
に
せ
り
上
が
り
、
そ
れ
が
鶏
の
ト
サ
カ
の
よ
う
な
鶏け

い

頭と
う

冠か
ん

や
ギ
ザ
ギ
ザ
模
様
の
鋸き

ょ

歯し

状
文
な
ど
多
様
な
文
様
や
造
形
に

変
化
し
、
発
展
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
、
西
会
津
町
か
ら
出
土
し

た
縄
文
土
器
の
中
に
も
そ
の
過
程
を
観
察
で
き
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
芝
草
・
小
屋
田
遺
跡
と
上
小
島
遺
跡
の
出
土
品
は
、

旧
新
郷
小
学
校
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

　

文
化
財
は
、
先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
保
存
・
継
承
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
誇
り
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
で
は
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
指
定
・
未
指
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
保
存
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
地
域

お
こ
し
や
観
光
の
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

町
公
民
館　

☎
45
―
３
２
４
４
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